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合は 8 eV 以上に励起状態があるが、核間距離を考慮すると窒素の活性種のエネルギー以下の励起状態はほとん
どない。アルゴン原子の第一励起状態は11.6 eVである。窒素の活性種と酸素の反応ではN2OおよびO3を生成















































































































図 3 活性種のエネルギーと各ガス原子・分子の励起状態と保護膜の安定性の関係 
 
